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町の人口 ２月１日現在

34,244人（－2人）
（住民基本台帳人口＋外国籍人口）

世帯数…13,685（＋19）

広
報
は
り
ま

発
行
／
播
磨
町
役
場
　
〒
６
７
５
－
０
１
８
２
（
個
別
番
号
）
　
兵
庫
県
加
古
郡
播
磨
町
東
本
荘
１
丁
目
５
番
30号
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
 ０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
５
　
 Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
７
９
（
４
３
５
）
０
６
０
９
　
  編
集
／
企
画
グ
ル
ー
プ
　
印
刷
／
明
光
印
刷

2011

男…16,813人（－4人）
女…17,431人（＋2人）
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オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
は
古
代
語
で
「
大
中
村
」
の
意
。

国
指
定
史
跡
「
大
中
遺
跡
」
の
最
新
の
調
査
を
も
と
に
、
様
々
な
観
点
か
ら

ふ
る
さ
と
の
誇
れ
る
遺
跡
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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お
お
な
か

さ
い

は
っ

け
ん

播磨町マスコットキャラクター
いせきくん、やよいちゃん

影：乗算+不透明度80%+ぼかし1.5mm+移動 左0.5mm 下1mm 右0.5mm
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弥
生
時
代
の
国
指
定
史
跡
は
３
ヵ
所

国指定史跡標識

　

大
中
遺
跡
の
魅
力
を
も
う
一
度
見
つ
め
直
す
「
オ
ポ
ナ

カ
ム
ラ 

彩
発
見
!!
」
も
、
い
よ
い
よ
最
終
回
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
国
指
定
史
跡
と
大
中
遺
跡
公
園
の
自
然
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
で
国
指
定
史
跡
は
、
１
６
１
２
件
あ
り
ま
す
。
兵

庫
県
内
に
は
、
44
件
の
国
指
定
史
跡
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

弥
生
時
代
の
国
指
定
史
跡
は
、
わ
ず
か
３
件
で
す
。
播
磨

町
の
大
中
遺
跡
、
尼
崎
市
の
田た

の能
遺
跡
、
た
つ
の
市
の
新し
ん

宮ぐ
う

宮み
や
う
ち内
遺
跡
で
す
。
出
土
品
の
展
示
施
設
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
資
料
館
や
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
中
で
、
一
番
最
初
に
国
指
定
史
跡

と
な
っ
た
の
が
〝
大
中
遺
跡
〟
で
す
。

　

公
園
に
は
、
国
指
定
史
跡
の
「
標
識
」
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
こ
に
あ
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
は
、「
史
跡 

大
中
遺
跡
」
と
刻
ま
れ
た
御
影
石
の

標
識
で
、
公
園
東
入
口
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
裏
面
上

段
に
は
「
昭
和
42
年
6
月
22
日
指
定
」、
中
段
に
は
「
昭

和
43
年
3
月
25
日
建
設
」、
下
段
に
は
「
文
化
財
保
護
委
員

会
」（
現
「
文
化
庁
」）
と
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度

裏
面
も
み
て
く
だ
さ
い
。

　

大
中
遺
跡
公
園
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
四
季
折
々
の

風
景
で
す
。
春
は
、
郷
土
資
料
館
前
「
で
あ
い
の
道
（
別

府
鉄
道
軌
道
跡
）」
の
八
重
桜
が
満
開
（
４
月
下
旬
）
と
な

り
、花
び
ら
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
で
き
る
ほ
ど
で
す
。
夏
（
７

～
８
月
）
は
、
狐こ

り

が
狸
ヶ
池い
け

の
オ
ニ
バ
ス
が
大
き
な
葉
を
水

面
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
、
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
水
辺

に
は
ア
シ
原
が
生
い
茂
り
涼
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

別
府
鉄
道
機
関
車
の
近
く
で
は
、
カ
ラ
ム
シ
が
大
き
く
成

長
し
て
い
ま
す
。
秋
（
９
～
11
月
）
は
、
ど
ん
ぐ
り
の
実

が
な
り
、
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

県
立
考
古
博
物
館
前
の
イ
チ
ョ
ウ
が
黄こ
う
よ
う葉
し
、
深
ま
り
行

く
秋
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
冬
は
、
さ
ざ
ん
か
（
12
月
）
や

椿
（
１
月
）、
梅
の
花
（
２
月
）
が
次
々
と
咲
き
、
訪
れ
る

人
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

阿あ

え閇
村
か
ら
播
磨
町
と
な
っ
た
昭
和
37
年
に
、
大
中
遺

跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
を
守
り
、
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
は
、
来
年
50
年
目
を
迎
え

ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
と
し
て
、
過
去
か
ら

未
来
へ
の
交
流
拠
点
と
し
て
、
ま
ち
の
観
光
資
源
と
し
て

〝
オ
ポ
ナ
カ
ム
ラ
〟
が
、
さ
ら
に
繁
栄
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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